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化成242が，玉肥りの点でや々劣ったが，果形や

果皮の色あがり，糖分合量などで，すぐれた成績

を示したので， .10アール当り 60:--100kgを標準と

して，ケイハン板を埋設した内側に全量基肥とし

てすき込んでいる。その際，石灰はウネ全面に，

10アール当り 120，..._，150kgを施用している。

濯水は，株の両側30cmのところに潜水用チュー

ブを敷設し，ケイハン板埋設内土壌だ1けを対象

に，自動的に行なっている口濯水チューブの上に

は，ポリフィルムのマルチを行ない，地温の上昇

と雑草の発生防止をはかる。

4) 整枝のやり方と着果位置

子づる 2本仕立では，親づるを本葉4，..._，5枚で

摘心し，親づるの第2および第3節から発生した

子づるを 2本残して， 2本仕立てとする。

孫づ、る(結果枝〉は気温条件で変化するが，春秋

の比較的温暖な時期には，子づるの1l，..._，13節から

発生したものを，また夏の高温期には， 8，..._，10節

の比較的伝節位から発生した孫づるに着果させ・

その他の孫づるは全部除去する。子づるは普通

25，..._，30節で摘心し，結果校は 3節で摘心する。

孫づるは， 1子づる当り3本残ーし(株当り 6本)，

孫づるの整理を行なう時には，同時に子づる各葉

服の雄花を完全に除去することが，病害防除の面

から非常に重要である。

5) 交配と着果後の管理

結実は人工交配によることを原則としている。

しかし，大面積栽培する場合は， ミツバチやシマ

ハナアブなどを利用すると非常に効果的である。

交配は 1子づる当り 3花行ない，着果後は形の

よいものから 2果残して，他の 1果は摘果する。

果実が野球のボール大に肥大した頃，新聞紙や

柔かい包装紙などを使って果実を包み，光の直射

と薬剤の附着による薬害発生の防止.をはかる。

6) 収穫と品質

樹の育ち具合で，多少変化はあるが，普通，開

花して15""20日を経過するとネットが発生し始め

35日目頃にほ立完成し， 55，..._65日で完熟期に達す

る。果実が完熟期に近づくと，結果校の葉に著し

¥'苦土欠乏症状が現れるので"これを目やすlニ，

できるだけ果温の低¥¥早朝に収穫して出荷する。

糖度は普通12，..._，15度の範囲にあって，大きさは

1果1.2，..._，1. 5kgを標準にしている。
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<48年度農業白書>

穀物全体の自給率

遂に 43.0%に低下

農林省は去る 4月 2日"昭和48年度農業の動向

に関する年次報告"(農業白書〉を閣議に報告了承

されたが，その概要は別項の通りである。

47年度の農業経済は， 農業生産が前年度を 6.0

9ぢ上回ったことなどにより農業所得が増加し，ま

た農外所得が引き続き増加したため，農家経済も

好調に推移した。

48年度は農業生産のわずかな増加，農産物価格

の大巾な上FIlaがみられるものの，農業生産資材価

格のこれを上回る大巾な上昇がみられ，その農業

経済に与える影響が懸念される。

農業の国内純生産に占める割合は4・9%(前年

度は 4.8%)となり，農業就業人口の総就業人口

に占める割合は13.3%(前年度14.3%)へと低下し

た。

農業の比較生産性(農業就業者 1人当たり純生産

の，他産業のそれに対する割合〉は， 47年度には，

製造業に対して35.7%と前年度 (30.3%)よりか

なり上昇した。

農家の生活水準を， 47年度の農家世帯員 1人当

たり家計費 (31万2，000円〉でみると，はじめで全

国勤労者世帯のそれ (30万4，000円〉を 2・5%上回

った。しかし，農村の生活環境施設などは，都市

に比べてかなり立ち遅れている。

。世界の食料需給と日本農業

世界の農産物の需給事情は， 1972年後半以降ひ

っ迫に転じ，農産物の国際価格は著しく高騰し

た。

1973年における各国の増産にもかかわらず，主
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要輸出国の穀物在庫量は20年来最低の水準に低下

している一方，輸入需要は依然おう盛であるた

め，主要農産物の国際需給は緩和するに至らず，

むしろ価格は高騰気味であβ。

わ

22.096土増首の4必3億4フ0∞0∞0万ドルに増太した (4必8年 1::--
11月でで、は6臼3億5弘，0∞O∞O万ドル，対前年同期比64.0%増〉。
わが国の食料自給皮は，おう盛な需要の伸び

と，農産物輸入の増大に伴しり長期的にみて低下

の傾向にある。

米は 100.0%の自給率を達成しているが，穀物

全体の自給率は， 47年度には43.0%に低下してお

り，また食用農産物の総合自給率は， 35年度の

89.096から47年度には73:0%に低下している。

く〉需要，生産，価格の動向

食料需要は，その構成変化を伴いつつ，欧米諸

国に比べても高い伸び (40~47年度問実質6.2%) を

続けてドる O

47年度の農業生産は，近年の停滞から 4年振り

に前年度を6.96上回り， 48年度も前年度をわずか

に上回る見込み。

農産物の生産者仙i格は47年度には 5.6%上昇し

たが; 48年度は米・麦(価格の大巾引き上げなどに

より，前年度を大巾に上回る見込み (48年4~12月

18.2%)。

農業生産資材価格は， 47年度には 4.5%の上昇

にとどまったが， 48年度には飼料価格の高騰など

から，生産資材価格は農産物価格のと昇を上回っ

て大巾じ上昇している (48年4~12月 22.2箔〉。

食料品の消費者価格の上昇率は， 47年度には

5; 296であったが， 48年度は]1倫入価格の上昇など

の影響で，著しく上昇している (48年4~12月 14.6

%)。ー

。農業の担い手の動向

農業就業人口は減少を続け， 47年度は 7.0%減

の682万人。 48年度の減少率は一層高まる (48年4

""""'11月10.2%減〉。

農家戸数は510万戸 (48年1月J前年比1.4 %減〉
と，その減少は依然として緩慢である。

このうち農業を従とする第2極兼業農家の割合

は61961こ増大O 農地の流動性は低く，農業経営の

耕地規模の拡大は一般的には停滞的である。

47年度の自立経営農家(町村在住勤労者世帯と均

衡する所得水準 47年度では182万円一以上の農業所得

をあげている農家〉の戸数割合は6.5%(前年度4.4

%);その生産シェアは28.0%(前年度2l.%)とな

った。

基幹男子農業専従者のいる農家 (59才以下の男子

農業専従者のいる農家〉は， 47年度には 163万戸1で

戸数割合で32.096，農業粗生産額割合で65.96を

占めている。

自立経営を合むこれら基幹男子労働力を保持す

る農家の発展向上を支援することが必要であり，

これが農業の生産・供給力の維持強化を図るため

の基本でもある。

く〉農村社会の変ぼう

農村社会は混住社会化が進むなど著しく変ぼう

しており，村落機能も変化し，また生活環境の未

整備に対する不満も強まっている O

近年，農用地のJ衷廃と地価の上昇が著しく，こ

の傾向は全国的に拡散する傾向にある (47年の中

田価格は144万円で， 40年の4.2倍，最近山間部の上晃

率が高¥¥)。このため，土地利用の計画的調整を図

るための国の法制整備が必要である。

農業の中核的な担い手が定着できる農村4地域社

会を形成するため，農業生産環境と生活環境を，

一体的に整備することが必要である。

、J、":'~... ~"...."吋~....'判"，\'11. 戸、，、・J可ぷ、6戸、.<、6時晶れザ、J、.，.、J喝、.. ""'ìl'~~""" .... 1円、F、d、#̂出円..p..... 判恥九1'''....'喝E
t "'...1_'._，;:......軍司 会|ム三志タイムが，'rlト界の備蓄わずかに27c 
tあとがき ロl ー

~ ".r _， ._~."..~_中 日分しかなL、」と報ずるかと思うと，

i今度は「今年の米国小麦は史上最高の16億5，000万 i
iブッシェルになるだろう」ーと，これは同国の民間 i

e 

j予想、会社の調査が報じている。 f
? 今年はよほどしっかりしていないと，またぞろ各 j
;種の情報に悩まされるのではないかしら?編集子に;

}はそんな気がしてならない。
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